
1 魏晉南朝の不孝罪

は
じ
め
に

　

筆
者
は
近
年
、
秦
・
漢
の
不
孝
罪
に
つ
い
て
檢
討
し
、
以
下
の
諸
點
の
結
論
を
え
た
（
１
）。

　

①
秦
漢
律
令
で
い
う
「
不
孝
」
は
唐
律
と
異
な
り
、
罪
目
（
數
種
の
犯
罪
の
總
稱
）
で
は
な
く
罪
名
で
あ
っ
た
。

　

②
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
「
棄
市
」（
斬
首
）
で
あ
っ
た
。
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③
不
孝
罪
は
原
則
と
し
て
父
母
が
子
の
不
孝
を
「
告
」（
告
訴
）
す
る
こ
と
を
成
立
要
件
と
し
て
い
た
。

　

④
た
だ
し
、
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
し
さ
え
す
れ
ば
不
孝
罪
が
成
立
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
子
の
行
爲
が
不
孝
の
客
觀
的
基

準
に
該
當
す
る
こ
と
を
要
し
た
。

　

⑤
そ
の
客
觀
的
基
準
と
は
、
南
朝
宋
律
の
注
に
見
え
る
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
そ
の
も
の
か
、
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

　

⑥
客
觀
的
基
準
と
い
っ
て
も
、「
敬
恭
有
虧
」
は
曖
昧
で
、
そ
の
内
容
は
、
規
範
と
し
て
は
む
し
ろ
客
觀
的
で
は
な
か
っ
た
。

　

⑦
南
朝
宋
律
の
注
あ
る
い
は
解
釋
に
よ
る
と
、
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
し
た
場
合
、
告
の
内
容
が
眞
實
か
否
か
は
、
父
母
の
要
求
通

り
に
判
斷
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
父
母
の
主
張
す
る
子
の
行
爲
が
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
に
合
致
す
れ
ば
、
そ
の
主
張

が
虚
僞
で
あ
る
と
否
と
を
問
う
こ
と
な
く
、
不
孝
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
。
秦
・
漢
で
も
同
樣
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

⑧
不
孝
罪
は
原
則
と
し
て
父
母
の
生
前
に
な
さ
れ
た
行
爲
の
み
が
對
象
と
な
る
が
、
例
外
と
し
て
父
母
の
死
後
に
な
さ
れ
た
行
爲
が

不
孝
罪
に
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

⑨
父
母
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
第
三
者
が
告
あ
る
い
は
「
劾
」
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
２
）。

　

⑩
漢
初
ま
で
は
實
の
父
母
に
對
し
て
の
み
不
孝
罪
が
成
立
し
え
た
が
、
遲
く
と
も
元
朔
年
間
（
紀
元
前
一
二
八
年
〜
前
一
二
三
年
）
ま

で
に
は
祖
父
母
へ
擴
大
さ
れ
、
さ
ら
に
遲
く
と
も
前
漢
後
期
ま
で
に
は
繼
母
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
次
の
時
代
の
魏
晉
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
不
孝
罪
は
法
律
上
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漢
の
律
令

は
そ
の
後
三
國
魏
の
「
新
律
」
や
西
晉
の
「
泰
始
律
令
」
に
受
け
繼
が
れ
、
さ
ら
に
南
北
朝
で
は
泰
始
律
令
を
基
礎
と
し
て
法
典
の
編

纂
が
行
わ
れ
た
が
、
魏
晉
南
北
朝
の
不
孝
罪
に
も
①
〜
⑩
の
要
素
は
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
（
も
っ
と
も
、
⑤
〜
⑦
は
む
し
ろ
南
朝
宋
律
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を
參
考
と
し
、
秦
・
漢
で
も
南
朝
宋
律
と
同
樣
で
あ
っ
た
と
い
う
推
論
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）。
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
變
化
が
見
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。
五
胡
十
六
國
及
び
北
朝
の
不
孝
罪
に
つ
い
て
は
別
の
機
會
に
論
じ
る
こ
と
と
し
て
、
本
稿
で
は
魏
晉
南
朝
に
お
け
る
不
孝
罪

が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

第
一
節　

三
國
魏
の
不
孝
罪

　

以
下
、
三
國
魏
の
不
孝
罪
に
關
す
る
史
料
を
列
擧
す
る
。

〔
一
〕〔
郭
〕
太
后
詔
曰
、
夫
五
刑
之
罪
、
莫
大
於
不
孝
。
夫
人
有
子
不
孝
、
尚
告
治
之
、
此
兒
豈
復
成
人
主
邪
。（『
三
國
志
』
卷
四
魏

書
三
少
帝
紀
）

〔
二
〕
會
〔
呂
〕
巽
淫
〔
呂
〕
安
妻
徐
氏
、
而
誣
安
不
孝
、
囚
之
。
安
引
〔
嵇
〕
康
爲
證
、
康
義
不
負
心
、
保
明
其
事
。（
中
略
）
鍾
會

勸
大
將
軍
因
此
除
之
、
遂
殺
安
及
康
。
康
臨
刑
自
若
、
援
琴
而
鼓
、
既
而
歎
曰
、
雅
音
於
是
絕
矣
。（『
三
國
志
』
卷
二
一
魏
書
王

粲
傳
裴
松
之
注
引
東
晉
・
孫
盛
『
魏
氏
春
秋
』）
（
３
）

　

魏
で
は
明
帝
期
に
漢
律
を
基
礎
と
し
て
「
新
律
」
十
八
篇
が
編
纂
さ
れ
る
が
、〔
一
〕
と
〔
二
〕
は
い
ず
れ
も
そ
の
後
の
出
來
事
な

の
で
、
こ
れ
ら
で
い
う
不
孝
は
新
律
の
そ
れ
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。〔
一
〕
で
は
廢
帝
曹
髦
の
甘
露
五
年
（
二
六
〇
年
）、
郭
太

后
は
詔
の
中
で
、
子
に
不
孝
の
行
い
が
あ
れ
ば
、
人
は
こ
れ
を
告
し
て
處
罰
を
求
め
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。〔
二
〕
で
は
元
帝
の

と
き
、
呂
巽
が
弟
の
呂
安
を
不
孝
の
罪
で
誣
告
し
、
呂
安
の
友
人
嵇
康
が
冤
罪
で
あ
る
こ
と
を
證
言
し
た
が
、
呂
安
と
嵇
康
は
處
刑
さ

れ
て
い
る
。
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以
上
二
つ
の
史
料
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

第
一
に
、
新
律
で
も
秦
漢
律
令
と
同
じ
く
、
不
孝
は
罪
目
で
は
な
く
罪
名
で
あ
っ
た
（
①
）。〔
二
〕
で
は
呂
巽
が
呂
安
を
「
不
孝
」

の
罪
で
告
し
て
お
り
、
不
孝
に
含
ま
れ
る
何
ら
か
の
罪
で
告
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
秦
漢
律
令
で
は
、
不
孝
罪
は
原
則
と
し
て
父
母
の
告
を
成
立
要
件
と
し
て
い
た
が
（
③
）、〔
一
〕
と
〔
二
〕
も
こ
れ
と
矛

盾
し
な
い
。
郭
太
后
の
詔
で
は
、
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
呂
巽
は
弟
呂
安
を
告
し
て

い
る
が
、
當
時
彼
ら
の
父
母
は
既
に
死
去
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
律
令
で
は
父
母
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
第
三
者
が
告

あ
る
い
は
劾
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
⑨
）。
彼
ら
の
母
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
父
呂
昭
に
つ
い
て
は
『
三
國
志
』

及
び
裴
松
之
注
が
引
く
文
獻
に
若
干
記
載
が
あ
る
。
中
で
も
、『
三
國
志
』
卷
九
魏
書
諸
夏
侯
曹
傳
裴
松
之
注
が
引
く
三
國
魏
・
魚
豢

『
魏
略
』
に
、

又
聞
當
轉
爲
冀
州
牧
。
是
時
冀
州
統
屬
鎭
北
、
而
鎭
北
將
軍
呂
昭
才
實
仕
進
、
本
在
範
後
。（
中
略
）
範
亦
竟
稱
疾
、
不
赴
冀
州
。

正
始
中
拜
大
司
農
。

と
あ
り
、
桓
範
が
正
始
年
間
（
二
四
〇
〜
二
四
九
年
）
に
大
司
農
に
任
命
さ
れ
る
前
、
呂
昭
は
鎭
北
將
軍
を
務
め
て
お
り
（
４
）、
遲
く
と
も

正
始
年
間
以
前
ま
で
存
命
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
三
國
志
』
卷
二
一
魏
書
王
粲
傳
に
、

至
景
元
中
、
坐
事
誅
。

と
あ
り
、
嵇
康
は
景
元
年
間
（
二
六
〇
〜
二
六
四
年
）
に
處
刑
さ
れ
て
い
る
の
で
、
呂
巽
が
呂
安
を
告
し
た
の
も
景
元
年
間
か
そ
れ
以

前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
呂
昭
は
景
元
年
間
ま
で
に
死
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
秦
漢
律
令
で
は
不
孝
の
告
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
必
ず
不
孝
罪
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
子
の
行
爲
が
不
孝
の

客
觀
的
基
準
に
該
當
す
る
こ
と
を
要
し
た
（
④
）。
嵇
康
は
呂
安
に
不
孝
の
行
い
が
な
か
っ
た
こ
と
を
證
言
し
て
お
り
、
こ
れ
が
認
め
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ら
れ
れ
ば
無
罪
と
な
る
餘
地
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
新
律
に
お
い
て
も
不
孝
の
客
觀
的
基
準
が
存
在
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

第
四
に
、
秦
漢
律
令
で
は
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
死
刑
で
あ
っ
た
（
②
）。
呂
安
も
不
孝
の
罪
に
問
わ
れ
て
處
刑
さ
れ
て
い
る
。
漢

律
で
は
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
死
刑
の
中
で
も
棄
市
で
あ
っ
た
が
、
呂
安
が
具
體
的
に
い
か
な
る
死
刑
に
處
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で

な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
國
魏
に
お
け
る
不
孝
罪
に
關
す
る
史
料
は
少
な
く
、
不
明
な
點
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
秦
・
漢
と
同
樣
で
あ
っ

た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
新
律
は
漢
律
を
基
礎
と
し
て
制
定
さ
れ
た
が
、
不
孝
罪
に
つ
い
て
は
改
變
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
ご
と
く
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
呉
や
蜀
に
つ
い
て
は
不
孝
罪
に
關
す
る
史
料
が
な
く
、
未
詳
で
あ
る
。

第
二
節　

西
晉
・
東
晉
の
不
孝
罪

　

次
に
、
西
晉
・
東
晉
の
不
孝
罪
に
關
す
る
史
料
を
列
擧
す
る
。〔
五
〕
は
長
文
に
渉
る
の
で
、
要
旨
の
み
を
掲
げ
た
。

〔
三
〕
吏
犯
不
孝
、
謀
殺
其
國
王
侯
伯
子
男
・
官
長
、
誣
偸
受
財
枉
法
、
及
掠
人
和
賣
、
誘
藏
亡
奴
婢
、
雖
遇
赦
、
皆
除
名
爲
民
。

（『
太
平
御
覽
』
卷
六
五
一
刑
法
部
一
七
除
名
引
『
晉
律
』）

〔
四
〕
六
月
丙
申
朔
、
詔
曰
、
郡
國
守
相
（
中
略
）
士
庶
有
好
學
篤
道
、
孝
弟
忠
信
、
清
白
異
行
者
、
舉
而
進
之
。
有
不
孝
敬
於
父
母
、

不
長
悌
於
族
黨
、
悖
禮
棄
常
、
不
率
法
令
者
、
糾
而
罪
之
。（『
晉
書
』
卷
三
武
帝
紀
泰
始
四
年
條
）

〔
五
〕
武
帝
の
と
き
、
司
空
の
賈
充
が
朝
臣
を
酒
宴
に
招
い
た
と
こ
ろ
、
河
南
尹
の
庾
純
と
口
論
に
な
り
、「
父
が
年
老
い
て
い
る
の

に
、
歸
郷
し
て
面
倒
を
見
よ
う
と
し
な
い
」
と
庾
純
を
罵
っ
た
。
そ
し
て
、
武
帝
へ
上
書
し
、
庾
純
の
官
職
を
解
任
す
る
よ
う
求
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め
た
。
庾
純
は
河
南
尹
と
關
内
侯
の
印
綬
を
返
上
し
、
上
書
し
て
み
ず
か
ら
を
劾
し
、
酒
を
飮
み
過
ぎ
て
賈
充
を
罵
っ
た
こ
と
に

つ
き
、
反
省
の
辯
を
述
べ
た
。
武
帝
は
庾
純
を
罷
免
す
る
一
方
で
、
庾
純
が
年
老
い
た
父
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
歸
郷
の
申
請
を

し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
臣
下
に
そ
の
是
非
を
議
論
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
意
見
が
提
示
さ
れ
た
。
❶
禮
・

律
で
は
家
族
の
中
に
八
〇
歳
以
上
の
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
子
の
う
ち
一
人
は
政
務
に
從
事
せ
ず
、
九
〇
歳
以
上
の
者
が
い
る
場

合
、
そ
の
家
族
は
全
て
政
務
に
從
事
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
庾
純
の
父
は
八
一
歳
、
兄
弟
は
六
人
、
そ
れ
ら
の
う
ち
三
人
が
實

家
に
い
る
の
で
、
庾
家
で
は
父
の
面
倒
を
見
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
庾
純
が
歸
郷
を
申
請
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、
禮
・
律
の
規
定
に
違
反
し
な
い
。
❷
庾
純
の
兄
で
侍
中
の
庾
峻
、
遼
東
太
守
の
孫
和
、
廣
漢
太
守
の
鄧
良
は
老
親
の
面
倒
を

見
る
た
め
に
歸
郷
を
願
い
出
た
が
、
い
ず
れ
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
庾
純
に
つ
い
て
の
み
歸
郷
を
願
い
出
な
か
っ

た
こ
と
を
咎
め
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
❸
し
か
し
、
庾
純
は
酒
に
醉
っ
て
宰
相
の
賈
充
を
罵
っ
た
の
で
、
降
格
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
❹
庾
純
は
本
來
よ
く
親
に
仕
え
、
官
吏
と
し
て
も
公
正
・
清
廉
で
私
心
が
な
く
、
酒
に
醉
っ
て
賈
充
を
罵
っ
た
こ
と
を
反

省
し
、
み
ず
か
ら
を
劾
奏
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賈
充
を
罵
っ
た
こ
と
と
、
庾
純
を
不
忠
・
不
孝
と
す
る
上
奏
を
根
據

と
し
て
、
彼
の
爵
位
と
封
地
を
削
る
と
い
う
の
は
誤
っ
て
い
る
（
❸
に
對
す
る
反
論
）。
武
帝
は
詔
を
下
し
、
❶
〜
❸
の
意
見
を
採

用
し
た
。（『
晉
書
』
卷
五
〇
庾
純
列
傳
）

〔
六
〕
咸
寧
三
年
春
、
刺
史
濬
誅
犍
爲
民
陳
瑞
。
瑞
初
以
鬼
道
惑
民
。
其
道
始
用
酒
一
斗
・
魚
一
頭
、
不
奉
他
神
、
貴
鮮
潔
。
其
死
喪
、

產
乳
者
、
不
百
日
不
得
至
道
治
。
其
爲
師
者
曰
祭
酒
。
父
母
・
妻
子
之
喪
、
不
得
撫
殯
入
弔
及
問
乳
病
者
。
轉
奢
靡
、
作
朱
衣
・

素
帶
・
朱
幘
・
進
賢
冠
。
瑞
自
稱
天
師
、
徒
眾
以
千
百
數
。
濬
聞
、
以
爲
不
孝
、
誅
瑞
及
祭
酒
袁
旌
等
、
焚
其
傳
舍
。
益
州
民
有

奉
瑞
道
者
、
見
官
二
千
石
長
吏
巴
郡
太
守
犍
爲
唐
定
等
、
皆
免
官
或
除
名
。（
東
晉
・
常
璩
『
華
陽
國
志
』
卷
八
大
同
志
）

〔
七
〕
齊
王
冏
輔
政
、〔
東
武
公
〕
澹
母
諸
葛
太
妃
表
澹
不
孝
、
乞
還
〔
司
馬
〕
繇
、
由
是
澹
與
妻
子
徙
遼
東
。（『
晉
書
』
卷
三
八
宣
五
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王
列
傳
）

〔
八
〕〔
庾
〕
大
會
吏
佐
、
責
〔
陶
〕
稱
前
後
罪
惡
。
稱
拜
謝
、
因
罷
出
。
亮
使
人
於
閤
外
收
之
、
棄
市
。
亮
上
疏
曰
、
案
稱
、
大
司
馬

侃
之
孼
子
、
父
亡
不
居
喪
位
、
荒
耽
于
酒
。（
中
略
）
而
稱
豺
狼
愈
甚
、
發
言
激
切
、
不
忠
不
孝
、
莫
此
之
甚
。
苟
利
社
稷
、
義

有
專
斷
、
輒
收
稱
伏
法
。（『
晉
書
』
卷
六
六
陶
侃
列
傳
）

〔
九
〕〔
桓
〕
玄
又
奏
、〔
會
稽
王
〕
道
子
酣
縱
不
孝
、
當
棄
市
。
詔
徙
安
成
郡
、
使
御
史
杜
竹
林
防
衞
、
竟
承
玄
旨
酖
殺
之
、
時
年
三

十
九
。（『
晉
書
』
卷
六
四
簡
文
三
子
列
傳
）

　
〔
三
〕
は
晉
律
の
條
文
で
あ
る
。
晉
は
泰
始
元
年
（
二
六
五
年
）
一
二
月
に
建
國
さ
れ
、
わ
ず
か
三
年
後
の
同
四
年
（
二
六
八
年
）
一

月
に
泰
始
律
令
を
公
布
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
い
う
「
晉
律
」
も
泰
始
律
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
本
條
で
は
官
吏
が
不
孝
な
ど

の
罪
を
犯
し
た
場
合
、
赦
令
に
遇
っ
た
と
し
て
も
、「
除
名
」（
官
爵
を
剥
奪
す
る
こ
と
）
し
て
民
と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
條

か
ら
、
不
孝
罪
は
赦
令
に
よ
っ
て
刑
罰
を
減
免
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
漢
代
で
は
『
後
漢
紀
』
卷
八
光
武

皇
帝
紀
建
武
二
十
九
年
條
に
、

詔
天
下
繫
囚
自
殊
死
已
下
減
本
罪
各
一
等
。
不
孝
・
不
道
不
在
此
書
。

と
あ
り
、
後
漢
の
光
武
帝
が
詔
を
下
し
、
囚
人
の
う
ち
死
刑
以
下
の
刑
罰
に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
者
全
て
を
一
等
減
刑
す
る
が
、
不
孝

と
不
道
の
場
合
に
は
減
刑
の
對
象
と
し
な
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
赦
令
は
一
回
限
り
の
命
令
に
過
ぎ
ず
、
恆
久
的
に
法
的

効
力
を
有
す
る
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
漢
代
で
も
一
般
に
不
孝
罪
が
赦
令
の
對
象
と
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
は
未
詳
で
あ
る
。

　
〔
四
〕
は
泰
始
四
年
（
二
六
八
年
）
六
月
に
武
帝
が
郡
・
國
の
守
・
相
に
對
し
て
下
し
た
詔
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
父
母
に
對
し
て

孝
敬
を
盡
さ
な
い
者
が
い
れ
ば
、
糾
彈
し
て
罪
に
問
え
、
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
父
母
の
告
が
な
く
て
も
、
不
孝
に
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あ
た
る
行
爲
を
し
て
い
る
者
を
一
齊
に
取
締
る
よ
う
命
じ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、「
有
不
孝
敬
於
父
母
」
と
と
も
に
「
糾

而
罪
之
」
の
對
象
と
し
て
列
擧
さ
れ
て
い
る
行
爲
は
、「
不
長
悌
於
族
黨
」、「
悖
禮
棄
常
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
極
め
て
抽
象
的
で
、

具
體
的
な
罪
名
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
〔
四
〕
の
内
容
は
、
郡
國
の
守
相
と
し
て
の
一
般
的
な
施
政
方
針
を
示
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
具
體
的
な
法
令
と
し
て
下
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。「
有
不
孝
敬
於
父
母
…
…
糾
而
罪
之
」
も
不
孝
罪
の
告
劾

が
あ
れ
ば
き
ち
ん
と
處
理
し
、
ま
た
不
孝
の
行
い
を
し
た
者
が
い
れ
ば
敎
え
諭
す
ぐ
ら
い
の
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、〔
五
〕
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
概
要
は
〔
五
〕
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
庾
純
が
不
孝
罪
に
問
わ
れ
た
か

否
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、〔
五
〕
の
下
文
に
、

復
以
純
爲
國
子
祭
酒
、
加
散
騎
常
侍
。
後
將
軍
荀
眅
於
朝
會
中
奏
純
以
前
坐
不
孝
免
黜
、
不
宜
升
進
。

と
あ
り
、
本
件
の
後
、
武
帝
は
庾
純
を
國
子
祭
酒
に
任
命
し
、
散
騎
常
侍
の
官
を
加
え
た
が
、
後
將
軍
の
荀
眅
は
、
庾
純
が
以
前
不
孝

に
問
わ
れ
て
罷
免
・
降
格
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
昇
進
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
見
す
る
と
庾
純
は

〔
五
〕
に
お
い
て
不
孝
罪
に
問
わ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
矛
盾
が
生
じ
る
。

　

ま
ず
、〔
五
〕
で
は
、
賈
充
は
上
書
し
て
庾
純
を
解
任
す
る
よ
う
求
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
上
書
の
具
體
的
な
内
容
は
引

用
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
庾
純
は
み
ず
か
ら
を
劾
し
、
そ
の
中
で
老
父
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
歸
郷
を
申
請
し
な
か
っ
た
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
庾
純
は
最
後
に
賈
充
の
言
を
聽
き
入
れ
ず
、
賈
充
を
罵
っ
た
こ
と
を
罪
と
し
て
認
め
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
不
孝

罪
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
御
史
中
丞
の
孔
恂
は
庾
純
を
劾
し
、
免
官
す
る
よ
う
武
帝
に
求
め
た
が
、
そ
の
理

由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
武
帝
は
詔
を
下
し
、
庾
純
が
賈
充
を
罵
っ
た
こ
と
は
、
尊
卑
の
禮
、
貴
賤
の
序
を
犯
す
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
庾
純
を
罷
免
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
賈
充
の
上
書
、
庾
純
の
自
劾
、
孔
恂
の
劾
、
武
帝
の
詔
で
は
、
庾
純
が
賈
充
を
罵
っ
た
こ

と
だ
け
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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と
こ
ろ
が
、
武
帝
は
そ
の
う
え
で
、
庾
純
が
年
老
い
た
父
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
歸
郷
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
禮

典
に
照
ら
し
て
そ
の
是
非
を
議
論
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
賈
充
・
庾
純
・
孔
恂
は
特
に
こ
れ
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
が
、
武
帝
は
賈

充
の
「
父
が
年
老
い
て
い
る
の
に
、
歸
郷
し
て
面
倒
を
見
よ
う
と
し
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
庾
純
に
對
し
て
さ
ら
に
制
裁
を

加
え
る
べ
き
か
否
か
を
檢
討
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
朝
宋
で
は
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
が
法
律
上
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
と
さ
れ

て
い
た
が
、
父
の
面
倒
を
見
な
い
こ
と
は
「
敬
恭
有
虧
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
武
帝
は
庾
純
の
行
爲
が
不
孝
に
あ
た
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
命
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
〔
五
〕
に

よ
る
と
、
武
帝
が
議
論
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
を
受
け
て
、
孝
の
問
題
を
最
初
に
持
ち
出
し
た
の
は
、
太
傅
の
何
曾
、
太
尉
の
荀
顗
、

驃
騎
將
軍
の
齊
王
司
馬
攸
で
あ
る
。
彼
ら
は
❶
の
意
見
を
述
べ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、

臣
以
爲
純
不
遠
布
孝
至
之
行
、
而
近
習
常
人
之
失
、
應
在
譏
貶
。

と
結
論
づ
け
、
庾
純
が
「
孝
至
」（「
至
孝
」
の
誤
り
か
）
の
行
い
を
廣
め
な
か
っ
た
こ
と
を
（
５
）、

降
格
す
べ
き
理
由
の
一
つ
と
し
て
擧
げ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
庾
純
が
歸
郷
を
申
請
し
な
か
っ
た
こ
と
自
體
は
、
律
・
禮
に
違
反
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
歸
郷

し
て
孝
を
盡
し
、
高
官
と
し
て
そ
の
行
い
を
廣
め
、
民
を
感
化
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
彼
ら
も
庾
純
の
行
爲
を
不
孝
と
ま
で
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。〔
五
〕
に
よ
る
と
、
庾
純
の
行
爲
を
最
初
に
不

孝
と
明
言
し
た
の
は
、
司
徒
の
石
苞
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

司
徒
石
苞
議
、
純
榮
官
忘
親
、
惡
聞
格
言
、
不
忠
不
孝
、
宜
除
名
削
爵
土
。

と
あ
り
、
庾
純
は
高
官
に
昇
り
な
が
ら
親
の
こ
と
を
忘
れ
、
戒
め
の
言
葉
を
聞
く
の
を
嫌
が
り
、
不
忠
・
不
孝
で
あ
る
か
ら
、
除
名
し

て
爵
位
と
封
土
を
削
る
べ
き
で
あ
る
、
と
石
苞
は
述
べ
て
い
る
。
戒
め
の
言
葉
（
原
文
で
は
「
格
言
」）
と
は
、
賈
充
が
庾
純
に
對
し
て

「
父
が
年
老
い
て
い
る
の
に
、
歸
郷
し
て
面
倒
を
見
よ
う
と
し
な
い
」
と
罵
っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
❹
は
河
南
功
曹
史
の
龐
札
ら
が
述
べ
た
意
見
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
賈
充
を
罵
っ
た
こ
と
と
、
庾
純
を
不
忠
・
不
孝
と
す

る
上
奏
を
根
據
と
し
て
、
彼
の
爵
位
と
封
地
を
削
る
と
い
う
の
は
誤
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。「
庾
純
を
不
忠
・
不
孝
と
す
る
上
奏
」
と

は
、
司
徒
石
苞
の
意
見
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

武
帝
は
最
終
的
に
朝
臣
の
議
論
を
踏
ま
え
て
詔
を
下
し
、
庾
純
が
醉
っ
て
い
た
こ
と
を
責
め
、
後
は
齊
王
と
司
徒
西
曹
掾
劉
斌
の
意

見
、
す
な
わ
ち
❶
〜
❸
の
意
見
を
採
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
庾
純
は
不
孝
罪
に
問
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
假
に
庾
純
が
不

孝
罪
に
問
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
以
下
の
二
つ
の
點
に
お
い
て
、
秦
漢
律
令
及
び
南
朝
宋
律
と
矛
盾
す
る
。

　

第
一
に
、
秦
・
漢
の
不
孝
罪
で
は
、
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
す
る
こ
と
が
成
立
要
件
の
一
つ
と
さ
れ
（
③
）、
父
母
が
既
に
死
亡
し

て
い
る
場
合
に
限
り
、
第
三
者
が
告
劾
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
⑨
）。
し
か
し
、
本
件
で
は
少
な
く
と
も
庾
純
の
父
が
存

命
中
で
あ
り
、
彼
が
告
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
泰
始
律
で
は
秦
漢
律
令
と
異
な
り
、
父
母
の
告
が

な
く
て
も
不
孝
罪
が
成
立
し
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
後
述
す
る
通

り
、
南
朝
宋
で
は
官
吏
が
あ
る
者
を
不
孝
罪
で
劾
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
父
母
の
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

孝
罪
に
問
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
（〔
一
〇
〕）。
そ
れ
ゆ
え
、
南
朝
宋
で
も
秦
・
漢
と
同
樣
、
原
則
と
し
て

父
母
の
告
が
あ
っ
て
初
め
て
不
孝
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
に
、
少
な
く
と
も
秦
漢
律
令
及
び
南
朝
宋
律
で
は
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
棄
市
で
あ
っ
た
が
（
②
、
南
朝
宋
律
に
つ
い
て
は
後

述
）、
庾
純
は
處
刑
さ
れ
て
い
な
い
。
齊
王
ら
の
意
見
で
も
末
尾
に
「
應
在
譏
貶
」
と
あ
り
、
ま
た
石
苞
も
「
不
忠
不
孝
、
宜
除
名
削

爵
土
」
と
述
べ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
死
刑
で
は
な
く
、
降
格
あ
る
い
は
除
名
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
荀
眅
は
「
庾
純
は
以
前
不
孝
に
問
わ
れ
て
罷
免
・
降
格
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
庾
純
は
、
實
際
に

は
も
っ
ぱ
ら
酒
に
醉
っ
て
宰
相
を
罵
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
罷
免
・
降
格
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
も
問
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題
と
さ
れ
た
の
で
、
荀
眅
は
庾
純
が
不
孝
に
問
わ
れ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
荀
眅
の
發
言
は
不
正
確
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

次
に
、〔
六
〕
で
は
武
帝
の
咸
寧
三
年
（
二
七
七
年
）、
益
州
刺
史
の
王
濬
が
犍
爲
郡
の
陳
瑞
を
誅
殺
し
て
い
る
。
陳
瑞
は
天
師
と
稱

し
、
鬼
道
を
も
っ
て
民
を
惑
わ
し
て
い
た
。
そ
の
敎
義
で
は
、
父
母
・
妻
子
の
た
め
に
喪
に
服
す
る
場
合
、
弔
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
王
濬
は
こ
れ
を
不
孝
に
あ
た
る
と
し
、
陳
瑞
と
祭
酒
の
袁
旌
ら
を
誅
殺
し
、
彼
ら
の
家
屋
を
燒
き
拂
っ
た
。
ま
た
、
益
州

で
陳
瑞
の
敎
え
を
奉
じ
る
者
、
及
び
巴
郡
太
守
の
唐
定
ら
二
千
石
の
長
吏
を
免
官
あ
る
い
は
除
名
と
し
て
い
る
。

　

本
件
で
は
、
王
濬
は
陳
瑞
の
敎
團
で
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
、
陳
瑞
ら
を
處
罰
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
不
孝
は

王
濬
が
取
締
り
に
着
手
し
た
動
機
で
あ
っ
て
、
陳
瑞
ら
を
處
罰
す
る
根
據
と
し
て
の
罪
名
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
も
「
惑

民
」
と
あ
る
よ
う
に
、
民
を
惑
わ
し
た
こ
と
が
罪
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
後
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
唐
初
の
釋
明
槩

「
決
對
傅
奕
廢
佛
僧
事
（
并
表
）」
に
は
、

又
晉
武
帝
咸
寧
二
年
、
爲
道
士
陳
瑞
以
左
道
惑
眾
、
自
號
天
師
、
徒
附
數
千
、
積
有
歳
月
、
爲
益
州
刺
史
王
濬
誅
滅
。

と
あ
り
（
唐
・
釋
道
宣
『
廣
弘
明
集
』
卷
一
二
辯
惑
篇
第
二
之
八
）、
陳
瑞
は
「
惑
眾
」
す
な
わ
ち
「
眾
を
惑
わ
し
」
た
と
あ
る
だ
け
で
、

不
孝
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
漢
代
で
は
、「
惑
眾
」
は
不
道
罪
に
問
わ
れ
て
い
た
が
（
６
）、

晉
南
朝
で
も
處
罰
の
對
象
と
さ
れ
て
い
た
（
７
）。

　
〔
七
〕
で
は
西
晉
の
齊
王
司
馬
冏
の
輔
政
期
（
三
〇
一
〜
三
〇
二
年
）、
東
武
公
司
馬
澹
の
母
諸
葛
太
妃
は
司
馬
澹
の
不
孝
を
上
奏
し
、

司
馬
澹
と
そ
の
妻
子
は
遼
東
へ
流
さ
れ
て
い
る
。
不
孝
罪
は
本
來
な
ら
ば
棄
市
に
處
さ
れ
る
が
、
本
件
の
場
合
に
は
皇
帝
の
命
令
に
よ

り
、
特
別
に
徙
遷
刑
へ
減
刑
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
魏
晉
南
朝
で
は
皇
帝
が
特
別
に
死
刑
を
一
等
減
刑
し
て
徙
遷
刑
に
處
し
た
例
が

頻
見
す
る
（
８
）。

　
〔
八
〕
で
は
東
晉
・
成
帝
の
咸
康
五
年
（
三
三
九
年
）、
征
西
將
軍
・
荊
州
刺
史
の
庾
亮
が
、
監
江
夏
隨
義
陽
三
郡
軍
事
・
南
中
郞
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將
・
江
夏
相
の
陶
稱
の
罪
惡
を
責
め
た
う
え
で
、
捕
え
て
棄
市
に
處
し
た
。
庾
亮
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
上
書
し
、
陶
稱
の
父
陶
侃
が

死
去
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陶
稱
は
喪
に
服
さ
ず
、
酒
に
入
り
浸
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
他
の
諸
行
爲
に
よ
り
、
不
忠
・
不
孝

に
あ
た
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
不
孝
に
問
わ
れ
て
い
る
行
爲
は
、
亡
父
の
た
め
に
喪
に
服
さ
ず
、
酒
に
入
り
浸
っ
て
い
た
こ
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。

　

漢
律
令
に
お
い
て
不
孝
罪
に
問
わ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
父
母
の
生
前
に
な
さ
れ
た
行
爲
に
限
ら
れ
る
（
⑧
）。
張
家
山
漢
簡

「
奏
讞
書
」
案
例
二
一
に
は
（
９
）、

●
今
廷
史
申
䌛
（
徭
）
使
而
後
來
、
非
廷
尉
當
、
議
曰
、
當
非
是
。
律
曰
、
不
孝
棄
市
。
有
生
父
而
弗
食
三
日
、
吏
且
何
以
論

子
。
廷
尉
㝅
等
曰
、
當
棄
市
。
有
（
又
）
曰
、
有
死
父
、
不
祠
其
冢
三
日
、
子
當
何
論
。
廷
尉
㝅
等
曰
、
不
當
論
。

と
あ
り
、
廷
史
申
と
廷
尉
㝅
ら
の
間
で
、
不
孝
罪
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
死
亡
し
た
父
の
塚
を
三
日
間
祀
ら
な
か
っ

た
場
合
、
子
は
い
か
な
る
刑
罰
に
處
す
る
べ
き
か
、
と
い
う
廷
史
申
の
問
い
に
對
し
、
廷
尉
㝅
ら
は
處
罰
す
る
に
あ
た
ら
な
い
と
回
答

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
に
は
不
孝
罪
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
例
外
と
し
て
父
母
の
死
後
に

な
さ
れ
た
行
爲
が
不
孝
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
⑧
）。
同
じ
く
案
例
二
一
に
は
、

夫
父
母
死
、
未
葬
、
奸
喪
旁
者
、
當
不
孝
。（
第
一
八
六
簡
）

と
あ
り
、
漢
律
の
條
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
父
母
が
死
亡
し
、
ま
だ
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
喪
に
服
し
て
い

る
と
こ
ろ
の
傍
ら
で
和
姦
に
及
ん
だ
場
合
、
不
孝
に
あ
た
る
。

　
〔
八
〕
の
場
合
、
右
の
律
の
條
文
と
同
じ
く
、
父
の
喪
中
に
な
さ
れ
た
行
爲
が
不
孝
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
關
し
て
『
漢

書
』
卷
六
八
霍
光
傳
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

尚
書
令
復
讀
曰
（
中
略
）
臣
敞
等
謹
與
博
士
臣
霸
・
臣
雋
舍
・
臣
德
・
臣
虞
舍
・
臣
射
・
臣
倉
議
、
皆
曰
（
中
略
）
今
陛
下
嗣
孝
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昭
皇
帝
後
、
行
淫
辟
不
軌
。（
中
略
）
五
辟
之
屬
、
莫
大
不
孝
。
周
襄
王
不
能
事
母
。
春
秋
曰
、
天
王
出
居
于
鄭
。
繇
不
孝
出
之
、

絕
之
於
天
下
也
。
宗
廟
重
於
君
。
陛
下
未
見
命
高
廟
、
不
可
以
承
天
序
、
奉
祖
宗
廟
、
子
萬
姓
、
當
廢
。（
中
略
）
皇
太
后
詔
曰
、

可
。（
中
略
）
羣
臣
奏
言
、
古
者
廢
放
之
人
屏
於
遠
方
、
不
及
以
政
。
請
徙
王
賀
漢
中
房
陵
縣
。
太
后
詔
歸
賀
昌
邑
、
賜
湯
沐
邑

二
千
戶
。

　

元
平
元
年
（
紀
元
前
七
四
年
）、
昭
帝
が
死
去
し
た
が
、
後
繼
ぎ
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
朝
廷
は
そ
の
甥
昌
邑
王
劉
賀
を
帝
位
に
就
け

た
。
し
か
し
、
昌
邑
王
は
昭
帝
の
た
め
に
喪
に
服
さ
な
い
な
ど
、
淫
亂
の
行
い
が
あ
っ
た
の
で
、
大
司
馬
大
將
軍
の
霍
光
ら
は
皇
太
后

（
昭
帝
の
皇
后
上
官
氏
）
に
上
奏
し
、
昌
邑
王
の
行
爲
は
不
孝
に
あ
た
る
と
し
て
退
位
さ
せ
た
。
本
件
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前
案
例
二

一
の
律
を
根
據
と
し
て
、
服
喪
の
期
間
中
に
な
さ
れ
た
行
爲
は
、
不
孝
罪
に
問
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
（
（1
（

。〔
八
〕
に
お
い
て

も
父
の
喪
中
に
な
さ
れ
た
行
爲
が
不
孝
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
お
そ
ら
く
漢
・
晉
と
も
に
、
父
母
の
喪
中
に
法
律
上

不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
な
せ
ば
、
不
孝
罪
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、〔
九
〕
で
は
東
晉
・
安
帝
の
元
興
三
年
（
四
〇
三
年
）、
桓
玄
は
反
亂
を
起
こ
し
て
朝
廷
の
實
權
を
握
っ
た
後
、
會
稽
王
司
馬

道
子
を
不
孝
に
よ
り
棄
市
に
あ
た
る
と
上
奏
し
た
が
、
會
稽
王
は
詔
に
よ
り
安
成
郡
へ
流
さ
れ
て
い
る
。
本
件
も
〔
七
〕
と
同
樣
、
本

來
な
ら
ば
棄
市
に
處
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
皇
帝
の
詔
に
よ
り
徙
遷
刑
へ
減
刑
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
件
で
は
桓
玄
が
會
稽
王
を

告
し
て
い
る
が
、
漢
代
と
同
樣
、
父
母
が
既
に
死
去
し
て
い
る
た
め
、
桓
玄
と
い
う
第
三
者
が
告
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
會
稽
王
の
父
簡
文
帝
は
咸
安
二
年
（
三
七
二
年
）、
母
孝
武
文
李
太
后
は
隆
安
四
年
（
四
〇
〇
年
）
に
死
去
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

桓
玄
は
會
稽
王
が
「
酣
縱
」
す
な
わ
ち
酒
に
入
り
浸
っ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
不
孝
に
あ
た
る
と
告
し
て
い
る
。
現
に
、『
晉
書
』

卷
六
四
簡
文
三
子
列
傳
に
は
、

道
子
日
飮
醇
酒
、
而
委
事
於
元
顯
。
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會
道
子
有
疾
、
加
以
昏
醉
。

然
道
子
更
爲
長
夜
之
飮
、
政
無
大
小
、
一
委
元
顯
。

と
あ
り
、
會
稽
王
が
酒
に
入
り
浸
り
、
政
務
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
が
何
度
か
記
さ
れ
て
い
る
。
酒
に
入
り
浸
る
こ
と
自
體
は
必
ず
し
も

不
孝
に
あ
た
ら
な
い
が
、〔
八
〕
の
よ
う
に
父
母
の
喪
中
で
あ
る
場
合
に
は
不
孝
罪
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
右
の
三
つ
の
記
述
は
時

系
列
順
に
竝
べ
て
あ
り
、
一
番
目
が
最
も
早
い
。
一
番
目
は
隆
安
二
年
（
三
九
八
年
）
に
王
恭
が
反
亂
を
起
こ
し
た
最
中
の
記
述
で
あ

る
か
ら
、
會
稽
王
は
遲
く
と
も
こ
の
と
き
以
降
、
酒
に
入
り
浸
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
會
稽
王
が
不
孝
罪
に

問
わ
れ
た
の
は
、
隆
安
四
年
に
母
李
太
后
が
死
去
し
、
そ
の
喪
中
に
酒
に
入
り
浸
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
そ
の
と
き
に
は
第
三
者
が

告
劾
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
桓
玄
は
會
稽
王
を
排
除
す
る
た
め
、
會
稽
王
の
舊
惡
で
あ
る
不
孝
を
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

會
稽
王
は
元
興
元
年
（
四
〇
三
年
）
に
三
九
歳
で
死
去
し
て
い
る
の
で
、
父
簡
文
帝
が
死
去
し
た
咸
安
二
年
（
三
七
二
年
）
に
は
わ
ず

か
八
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
八
歳
の
と
き
既
に
酒
浸
り
に
な
っ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
本
件
の
不
孝
罪
は
簡
文
帝
の
喪

中
に
な
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

　

以
上
の
檢
討
に
よ
り
、
泰
始
律
で
も
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
棄
市
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（〔
七
〕
〜
〔
九
〕）。
ま
た
、〔
七
〕
で
は

諸
葛
太
妃
が
明
ら
か
に
司
馬
澹
を
「
不
孝
」
で
告
し
て
お
り
、
不
孝
に
含
ま
れ
る
何
ら
か
の
罪
で
告
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
泰
始
律
の
「
不
孝
」
も
罪
目
で
は
な
く
罪
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
秦
漢
律
令
の
不
孝
罪
は
父
母
の
告
が
あ
る
こ
と
を

原
則
と
し
、
父
母
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
第
三
者
が
告
劾
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、〔
七
〕
〜
〔
九
〕
も
こ
の

よ
う
な
理
解
と
矛
盾
し
な
い
。
泰
始
律
の
不
孝
罪
は
少
な
く
と
も
基
本
的
な
部
分
に
お
い
て
、
秦
漢
律
令
と
變
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
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第
三
節　

南
朝
の
不
孝
罪

　

南
朝
の
不
孝
罪
に
關
す
る
史
料
は
、
以
下
の
も
の
が
見
え
る
。

〔
一
〇
〕
時
有
尹
嘉
者
、
家
貧
、
母
熊
自
以
身
貼
錢
、
爲
嘉
償
責
。
坐
不
孝
當
死
。〔
何
〕
承
天
議
曰
、
被
府
宣
令
、
普
議
尹
嘉
大
辟

事
、
稱
法
吏
葛
滕
籤
、
母
告
子
不
孝
、
欲
殺
者
許
之
。
法
云
、
謂
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
、
父
母
欲
殺
、
皆
許
之
。
其
所
告
惟
取

信
於
所
求
而
許
之
。
謹
尋
事
原
心
、
嘉
母
辭
自
求
質
錢
、
爲
子
還
責
。
嘉
雖
虧
犯
敎
義
、
而
熊
無
請
殺
之
辭
。
熊
求
所
以
生
之
而

今
殺
之
、
非
隨
所
求
之
謂
。
始
以
不
孝
爲
劾
、
終
於
和
賣
結
刑
、
倚
旁
兩
端
、
母
子
俱
罪
、
滕
籤
法
文
、
爲
非
其
條
。
嘉
所
存
者

大
、
理
在
難
申
、
但
明
敎
爰
發
、
矜
其
愚
蔽
。
夫
明
德
愼
罰
、
文
王
所
以
恤
下
。
議
獄
緩
死
、
中
孚
所
以
垂
化
。
言
情
則
母
爲
子

隱
、
語
敬
則
禮
所
不
及
。
今
捨
乞
宥
之
評
、
依
請
殺
之
條
、
責
敬
恭
之
節
、
於
飢
寒
之
隸
、
誠
非
罰
疑
從
輕
、
寧
失
有
罪
之
謂

也
。
愚
以
謂
降
嘉
之
死
、
以
普
春
澤
之
恩
。
赦
熊
之
愆
、
以
明
子
隱
之
宜
。
則
蒲
亭
雖
陋
、
可
比
德
於
盛
明
。
豚
魚
微
物
、
不
獨

遺
於
今
化
。
事
未
判
、
值
赦
並
免
。（『
宋
書
』
卷
六
四
何
承
天
列
傳
）

〔
一
一
〕
時
沛
郡
相
縣
唐
賜
往
比
邨
朱
起
母
彭
家
飮
酒
還
、
因
得
病
、
吐
蠱
蟲
十
餘
枚
。
臨
死
語
妻
張
、
死
後
刳
腹
出
病
。
後
張
手
自

破
視
、
五
藏
悉
糜
碎
。
郡
縣
以
張
忍
行
刳
剖
、
賜
子
副
又
不
禁
駐
、
事
起
赦
前
、
法
不
能
決
。
律
傷
死
人
、
四
歲
刑
、
妻
傷
夫
、

五
歲
刑
、
子
不
孝
父
母
、
棄
市
、
並
非
科
例
。
三
公
郞
劉
勰
議
、
賜
妻
痛
遵
往
言
、
兒
識
謝
及
理
、
考
事
原
心
、
非
存
忍
害
、
謂

宜
哀
矜
。
覬
之
議
曰
、
法
移
路
尸
、
猶
爲
不
道
、
況
在
妻
子
、
而
忍
行
凡
人
所
不
行
。
不
宜
曲
通
小
情
、
當
以
大
理
爲
斷
、
謂
副

爲
不
孝
、
張
同
不
道
。
詔
如
覬
之
議
。（『
宋
書
』
卷
八
一
顧
覬
之
列
傳
）

〔
一
二
〕
又
勑
尚
書
僕
射
沈
欽
・
吏
部
尚
書
徐
陵
・
兼
尚
書
左
丞
宗
元
饒
・
兼
尚
書
左
丞
賀
朗
參
知
其
事
、
制
律
三
十
卷
・
令
律
四
十
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卷
。（
中
略
）
其
制
唯
重
清
議
禁
錮
之
科
。
若
縉
紳
之
族
、
犯
虧
名
敎
、
不
孝
及
內
亂
者
、
發
詔
棄
之
、
終
身
不
齒
。
士
人
爲
婚

者
、
許
妻
家
奪
之
。（『
隋
書
』
卷
二
五
刑
法
志
）

　
〔
一
〇
〕
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
南
朝
宋
の
と
き
、
尹
嘉
と
い
う
者
の
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
母
熊
が
嘉
の
た
め

に
み
ず
か
ら
を
質
に
入
れ
て
債
務
を
辨
濟
し
た
。
こ
の
事
件
を
審
理
し
た
法
吏
の
葛
滕
は
、「
母
が
子
の
不
孝
を
告
し
、
子
を
殺
す
こ

と
を
希
望
し
て
い
る
場
合
に
は
こ
れ
を
認
め
る
」
と
い
う
規
定
に
よ
り
、
尹
嘉
の
行
爲
は
不
孝
の
罪
に
あ
た
り
、
死
刑
に
あ
た
る
と
劾

を
行
っ
た
。
し
か
し
、
南
蠻
長
史
の
何
承
天
は
、
熊
は
み
ず
か
ら
質
入
れ
を
求
め
、
尹
嘉
の
た
め
に
債
務
を
辨
濟
し
た
の
で
あ
っ
て
、

尹
嘉
を
殺
す
よ
う
求
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
孝
罪
と
し
て
死
刑
に
處
す
る
の
は
、
熊
の
意
に
反
し
、
法
律
に
も
合

致
し
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
尹
嘉
の
死
刑
を
減
刑
す
べ
き
と
主
張
し
た
。
判
決
が
ま
だ
下
ら
な
い
う
ち
に
赦
令
が
出
さ
れ
、
尹
嘉

は
赦
免
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
以
前
拙
稿
で
詳
し
く
檢
討
し
た
（
（1
（

。
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
る
と
、
本
件
か
ら
は
以
下
の
通
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
南
朝
宋
律
で
も
秦
漢
律
令
と
同
樣
、
不
孝
は
罪
目
で
は
な
く
罪
名
で
あ
っ
た
。〔
一
〇
〕
に
「
坐
不
孝
當
死
」、「
始
以
不

孝
爲
劾
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尹
嘉
は
當
初
不
孝
罪
に
問
わ
れ
て
お
り
、
不
孝
に
含
ま
れ
る
何
ら
か
の
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

　

第
二
に
、
南
朝
宋
律
で
も
不
孝
罪
の
成
立
に
は
父
母
の
告
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。〔
一
一
〕
も
南
朝
宋
の
事
例
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
「
子
不
孝
父
母
、
棄
市
」
と
い
う
律
の
條
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
文
字
通
り
に
讀
む
と
、
子
は
父
母
に
對
し
て
不
孝
な

行
爲
を
す
れ
ば
、
棄
市
に
處
す
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
父
母
の
告
が
な
く
て
も
不
孝
罪
の
成
立
を
認
め
る
ご
と

（225）
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く
で
あ
る
。
し
か
し
、
尹
嘉
の
事
件
に
つ
い
て
「
母
告
子
不
孝
、
欲
殺
者
許
之
」
と
い
う
規
定
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
南
朝
宋
の
律
で
も
漢
律
と
同
樣
、
原
則
と
し
て
父
母
の
告
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、「
母
告
子
不
孝
、
欲
殺

者
許
之
」
は
本
件
の
状
況
に
合
わ
せ
、
法
の
主
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
南
朝
宋
律
で
も
正
式
な
條
文
は
漢
律
と
同
じ
く
、「
父

母
告
子
不
孝
、
棄
市
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

母
熊
は
子
の
尹
嘉
の
た
め
に
み
ず
か
ら
を
質
に
入
れ
、
尹
嘉
の
債
務
を
辨
濟
し
た
の
で
あ
っ
て
、
國
家
に
對
し
て
尹
嘉
を
殺
す
よ
う

求
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
熊
が
尹
嘉
を
告
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
件
を
見
聞
し
た
第
三
者
か
官
吏
が
告
劾
を
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
來
不
孝
罪
は
、
父
母
が
告
を
行
う
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
た
。
尹
嘉
を
不
孝
罪
で
死
刑
に
處
す
る
べ
き
と
い

う
意
見
は
、
お
そ
ら
く
後
世
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
比
附
」
を
行
い
、
不
孝
罪
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
死
刑
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
對
し
て
、
何
承
天
は
死
刑
よ
り
減
刑
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
不
孝
罪
に
關
す
る
規
定
を
比
附
し
て
い

る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
。
減
刑
の
理
由
に
つ
い
て
、
何
承
天
は
熊
が
尹
嘉
を
殺
す
よ
う
求
め
て
い
な
い
こ
と
を
擧
げ
て
い
る
が
、
要

す
る
に
父
母
の
告
が
な
く
、
不
孝
罪
の
成
立
要
件
と
は
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
不
孝
罪
の
成
立
に
と
っ

て
、
父
母
の
告
は
そ
れ
ほ
ど
絶
對
的
な
條
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
三
に
、
南
朝
宋
律
で
は
、
不
孝
罪
は
子
の
行
爲
が
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
に
あ
た
る
こ
と
を
成
立
要
件
の
一
つ
と
し
て
い

た
。
こ
の
點
は
特
に
以
前
詳
し
く
檢
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
は
じ
め
に
」
で
擧
げ
た
⑤
〜
⑦
は
む
し
ろ
〔
一
〇
〕
を
最
大
の
根
據

と
す
る
。

　
〔
一
〇
〕
で
は
「
母
告
子
不
孝
、
欲
殺
者
許
之
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
續
い
て
「
法
云
、
謂
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
、
父
母
欲
殺
、
皆

許
之
」
と
あ
る
が
、「
謂
」
以
下
は
律
の
本
文
で
は
な
く
、「
父
母
告
子
不
孝
、
棄
市
」
の
よ
う
な
規
定
に
對
す
る
注
釋
で
あ
ろ
う
。

「
謂
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
、
父
母
欲
殺
、
皆
許
之
」
と
は
、
子
が
父
母
の
敎
訓
・
命
令
に
背
反
し
た
り
、
あ
る
い
は
父
母
に
對
す
る

（224）
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敬
い
・
愼
し
み
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
父
母
が
そ
の
子
を
殺
そ
う
と
求
め
る
場
合
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
認
め
る
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
父
母
告
子
不
孝
、
棄
市
」
に
對
す
る
説
明
で
あ
る
か
ら
、「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
は
不
孝
の
定
義
を
述
べ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
不
孝
罪
は
父
母
の
告
の
他
、
子
の
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
と
い
う
行
爲
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
父
母
の
告
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
不
孝
罪
は
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、〔
一
〇
〕
に
は
「
承
天
議
曰
…
…
法
云
、

謂
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
、
父
母
欲
殺
、
皆
許
之
。
其
所
告
惟
取
信
於
所
求
而
許
之
」
と
あ
る
。「
其
所
告
惟
取
信
於
所
求
而
許
之
」

の
部
分
も
「
法
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
法
云
」
の
引
用
は
「
皆
許
之
」
ま
で
で
、「
其
所
告
惟
取
信
於
所

求
而
許
之
」
は
何
承
天
の
言
葉
な
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
前
者
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
も
「
父
母
告
子
不
孝
、
棄
市
」
の
趣
旨
を
説

明
し
た
注
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
假
に
後
者
と
し
て
も
、
當
時
行
わ
れ
て
い
た
一
般
的
な
解
釋
と
考
え
ら
れ
る
。「
其
所
告

惟
取
信
於
所
求
而
許
之
」
と
は
、
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
し
た
場
合
、
告
の
内
容
が
眞
實
か
否
か
は
、
父
母
の
要
求
通
り
に
判
斷
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
父
母
の
主
張
す
る
子
の
行
爲
が
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
に
合
致
す
れ
ば
、
そ
の
主
張
が
虚
僞

で
あ
る
と
否
と
を
問
う
こ
と
な
く
、
不
孝
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
推
測
を
述
べ
た
（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
父
母
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
限

り
、
第
三
者
が
不
孝
罪
の
告
劾
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
第
三
者
が
告
し
た
場
合
、「
其
所
告
惟
取
信
於
所
求
而
許
之
」

は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
通
常
の
犯
罪
と
同
樣
、
子
が
實
際
に
い
か
な
る
行
爲
を
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
そ

の
行
爲
が
不
孝
に
あ
た
る
か
否
か
を
客
觀
的
基
準
に
照
ら
し
た
う
え
で
、
不
孝
罪
の
成
否
が
判
斷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
。
秦
・

漢
に
つ
い
て
は
こ
の
推
測
を
直
接
裏
づ
け
る
史
料
は
見
え
な
い
が
、
三
國
魏
の
前
掲
〔
二
〕
は
ま
さ
に
こ
れ
を
裏
づ
け
る
事
例
と
い
え

る
。〔
二
〕
は
父
母
で
は
な
く
兄
が
告
し
た
例
で
あ
る
が
、
弟
呂
安
の
友
人
嵇
康
が
冤
罪
で
あ
る
こ
と
を
證
言
し
て
い
る
。
も
し
父
母

（223）
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が
告
し
た
な
ら
ば
、
父
母
の
主
張
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
、
證
人
が
呼
ば
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
に
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
死
刑
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、〔
一
一
〕
は
以
下
の
よ
う
な
事
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
朝
宋
の
と
き
、
沛
郡
相
縣
の
唐
賜
と
い
う
者
が
、
朱
起
の
母
彭

の
家
で
酒
を
飮
ん
で
歸
宅
し
た
と
こ
ろ
、
具
合
が
惡
く
な
り
、
多
數
の
「
蠱
蟲
」（
ま
じ
な
い
に
用
い
る
蟲
）
を
吐
き
出
し
た
。
ま
も
な

く
唐
賜
は
死
亡
し
、
妻
張
は
遺
言
に
從
い
、
唐
賜
の
腹
か
ら
蠱
蟲
を
え
ぐ
り
出
し
た
。
相
縣
及
び
沛
郡
で
は
張
が
屍
體
を
解
剖
し
た
こ

と
と
、
唐
賜
の
子
副
が
そ
れ
を
制
止
し
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
も
の
の
、
法
律
に
は
こ
の
よ
う
な
行
爲
を
罪
に
問
う
條
文
が

な
く
、
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
判
斷
が
つ
か
な
か
っ
た
。
三
公
郞
の
劉
勰
は
、
彼
ら
は
唐
賜
の
遺
言
に
從
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
敢

え
て
殘
忍
な
こ
と
を
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
吏
部
尚
書
の
顧
覬
之
は
、
法
律
で
は
路
上
の
屍
體
を
移

す
だ
け
で
も
不
道
に
問
わ
れ
る
の
で
、
ま
し
て
や
死
者
の
妻
子
が
屍
體
に
對
し
て
殘
忍
な
こ
と
を
行
っ
た
の
は
な
お
の
こ
と
で
あ
り
、

副
は
不
孝
、
張
は
不
道
の
罪
に
あ
た
る
と
主
張
し
た
。
詔
に
よ
り
、
顧
覬
之
の
意
見
が
採
用
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

本
件
で
も
明
ら
か
に
不
孝
が
罪
名
と
し
て
現
れ
る
。
中
で
も
、「
律
（
中
略
）
子
不
孝
父
母
、
棄
市
」
と
あ
り
、「
不
孝
」
に
對
し
て

棄
市
と
い
う
法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
不
孝
が
罪
名
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
本
條
よ
り
不
孝
罪
に
對
す
る

法
定
刑
は
漢
代
・
晉
代
と
同
樣
、
棄
市
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
件
で
は
子
副
が
母
張
に
よ
る
父
賜
の
屍
體
解
剖
を
制
止
し
な
か
っ
た
こ
と
が
不
孝
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。〔
一
〇
〕
に
よ
る
と
、

不
孝
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
「
違
犯
敎
令
、
敬
恭
有
虧
」
に
あ
た
る
行
爲
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
張
が
賜
の
屍
體
を
解
剖

し
た
こ
と
は
、
賜
の
遺
言
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
副
が
こ
れ
を
止
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
「
違
犯
敎
令
」
に
は
合

致
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
副
の
行
爲
は
、
あ
る
い
は
「
敬
恭
有
虧
」
に
あ
た
る
と
判
斷
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
件
の
場
合
、
母
で
は
な
く
第
三
者
が
告
劾
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
告
劾
の
内
容
は
必
ず
し
も
不
孝
罪
で
は
な
か
っ
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た
で
あ
ろ
う
。
郡
・
縣
で
さ
え
い
か
な
る
罪
に
あ
た
る
か
判
斷
が
つ
か
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
央
で
審
議
の
結
果
、
副

の
行
爲
は
不
孝
に
あ
た
る
と
判
斷
さ
れ
た
が
、
本
來
な
ら
ば
子
を
告
す
る
權
利
を
有
す
る
張
自
身
が
罪
を
犯
し
て
い
る
の
で
、
第
三
者

の
告
劾
で
も
不
孝
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
〔
一
二
〕
で
は
南
朝
陳
の
武
帝
の
と
き
、
律
の
編
纂
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
制
定
さ
れ
た
條
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

縉
紳
の
族
が
名
敎
を
犯
し
、
あ
る
い
は
「
不
孝
」
及
び
「
内
亂
」
を
犯
し
た
場
合
、
詔
を
發
し
て
士
人
の
籍
か
ら
除
外
し
、
終
身
士
人

の
籍
に
入
れ
な
い
。
そ
の
士
人
と
既
に
結
婚
し
て
い
る
者
は
、
妻
の
實
家
が
こ
れ
を
奪
い
返
す
こ
と
を
許
す
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
檢
討
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
、
遲
く
と
も
東
晉
ま
で
は
い
か
な
る
高
官
で
あ
ろ
う
と
も
、
特
別
に
減
刑
さ
れ
な
い
限
り
、

不
孝
罪
の
法
定
刑
は
棄
市
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
南
朝
陳
律
の
不
孝
に
關
す
る
規
定
が
そ
れ
ま
で
と
異
な

っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ま
で
の
律
と
基
本
的
に
變
わ
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
す

る
と
、
こ
の
條
文
に
つ
い
て
は
、
次
の
四
通
り
の
解
釋
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
一
）
南
朝
陳
律
で
も
縉
紳
の
族
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
棄
市
で
あ
っ
た
が
、
詔
や
赦
令
に
よ
っ
て
刑
罰
を

減
免
さ
れ
た
場
合
、〔
一
二
〕
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。

（
二
）
南
朝
陳
律
で
も
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
棄
市
で
あ
っ
た
が
、
縉
紳
の
族
に
は
刑
罰
減
免
の
特
權
が
あ
り
、
士
人
の
籍
か
ら
除
外
さ

れ
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

（
三
）
南
朝
陳
律
で
は
、
不
孝
の
法
定
刑
は
死
刑
で
は
な
か
っ
た
。

（
四
）
南
朝
陳
律
の
「
不
孝
」
は
唐
律
と
同
樣
、
罪
名
で
は
な
く
罪
目
で
あ
っ
て
、
不
孝
に
含
ま
れ
る
犯
罪
は
、
死
刑
に
處
さ
れ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
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以
上
の
う
ち
、（
四
）
の
不
孝
は
罪
名
で
は
な
く
罪
目
で
あ
る
と
い
う
點
で
、（
一
）
〜
（
三
）
及
び
そ
れ
ま
で
の
不
孝
と
は
大
い
に

異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
い
ず
れ
の
解
釋
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
關
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、〔
一
二
〕
に
お
い
て
「
不
孝
」
と
と
も

に
「
內
亂
」
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
內
亂
は
、
少
な
く
と
も
唐
律
で
は
「
十
惡
」
の
一
つ
で
、
罪
目
の
一
種
で
あ
っ
た
。

『
唐
律
疏
議
』
名
例
律
注
で
は
內
亂
に
つ
い
て
、

謂
姦
小
功
以
上
親
・
父
祖
妾
及
與
和
者
。

と
あ
り
、
要
す
る
に
一
定
範
圍
内
の
親
族
間
で
性
的
關
係
を
持
つ
こ
と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
內
亂
は
、〔
一
二
〕
よ
り
前

の
時
代
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、『
隋
書
』
刑
法
志
で
は
〔
一
二
〕
に
續
い
て
、

其
獲
賊
帥
及
士
人
惡
逆
、
免
死
付
冶
、
聽
將
妻
入
役
、
不
爲
年
數
。

と
あ
り
、「
惡
逆
」
と
い
う
語
も
見
え
る
。
惡
逆
も
唐
律
で
は
十
惡
の
一
つ
と
さ
れ
、
罪
目
の
一
種
で
も
あ
っ
た
。
惡
逆
は
西
晉
・
張

斐
「
律
表
」
に
、

陵
上
僭
貴
、
謂
之
惡
逆
。

と
あ
り
、
遲
く
と
も
西
晉
の
頃
か
ら
法
律
用
語
と
し
て
見
え
る
が
、
晉
南
朝
及
び
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
以
上
の
二
つ
以
外
に
法
律

用
語
と
し
て
の
用
例
が
見
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、〔
一
二
〕
に
お
い
て
不
孝
が
內
亂
と
と
も
に
列
擧
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
に
續
い
て
惡
逆
に
關
す
る
規
定
が
擧
げ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
不
孝
も
罪
目
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、（
四
）
が
正
し
い
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
、
南
朝
陳
に
お
け
る
法
律
上
の
不
孝
は
、
わ
ず
か
〔
一
二
〕
の
一
例
し
か
見
え
ず
、
こ
れ
を
檢
證
す
る
ほ
ど
の
史
料
は
殘

っ
て
い
な
い
。
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結　

語

　

少
な
く
と
も
三
國
魏
か
ら
南
朝
宋
ま
で
の
不
孝
罪
は
、
秦
・
漢
の
不
孝
罪
と
そ
れ
ほ
ど
變
わ
ら
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
三
國
魏
の

新
律
及
び
西
晉
の
泰
始
律
は
、
不
孝
罪
に
關
す
る
規
定
を
基
本
的
に
は
秦
漢
律
令
か
ら
受
け
繼
い
だ
こ
と
に
な
る
。
泰
始
律
は
南
朝
に

受
け
繼
が
れ
た
が
、
梁
の
天
監
二
年
（
五
〇
三
年
）
と
陳
の
永
定
元
年
（
五
五
七
年
）
に
律
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
。
陳
律
の
編
纂
に
つ

い
て
、『
隋
書
』
刑
法
志
に
は
、

於
是
稍
求
得
梁
時
明
法
吏
、
令
與
尚
書
刪
定
郞
范
泉
、
參
定
律
令
。
又
勑
尚
書
僕
射
沈
欽
・
吏
部
尚
書
徐
陵
・
兼
尚
書
左
丞
宗
元

饒
・
兼
尚
書
左
丞
賀
朗
參
知
其
事
、
制
律
三
十
卷
、
令
律
四
十
卷
。
採
酌
前
代
、
條
流
冗
雜
、
綱
目
雖
多
、
博
而
非
要
。
其
制
唯

重
清
議
禁
錮
之
科
。（
中
略
）
自
餘
篇
目
條
綱
、
輕
重
簡
繁
、
一
用
梁
法
。

と
あ
り
、
も
と
南
朝
梁
の
官
吏
で
法
律
に
明
る
い
者
を
求
め
て
編
纂
に
參
與
さ
せ
、
梁
の
法
律
を
斟
酌
・
踏
襲
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
も
し
陳
律
の
不
孝
が
罪
目
と
す
る
と
、
あ
る
い
は
梁
の
制
度
か
ら
受
け
繼
い
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、『
隋
書
』
刑
法
志
に
は
梁
律
の
内
容
に
つ
い
て
、

其
謀
反
・
降
・
叛
・
大
逆
已
上
皆
斬
。

と
あ
る
が
、「
謀
反
・
降
・
叛
・
大
逆
」
と
似
た
よ
う
な
罪
名
の
列
擧
は
、
北
周
律
（
保
定
三
年
（
五
六
三
年
）
制
定
）
と
北
齊
律
（
河

清
三
年
（
五
六
四
年
）
制
定
）
に
も
見
え
る
。『
隋
書
』
刑
法
志
に
、

盜
賊
及
謀
反
・
大
逆
・
降
・
叛
・
惡
逆
罪
當
流
者
、
皆
甄
一
房
配
爲
雜
戶
。

と
あ
り
、
北
周
律
で
は
「
謀
反
・
大
逆
・
降
・
叛
」
と
列
擧
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
隋
書
』
刑
法
志
に
、

又
列
重
罪
十
條
、
一
曰
反
逆
、
二
曰
大
逆
、
三
曰
叛
、
四
曰
降
、
五
曰
惡
逆
、
六
曰
不
道
、
七
曰
不
敬
、
八
曰
不
孝
、
九
曰
不
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義
、
十
曰
內
亂
。

と
あ
り
、
北
齊
律
の
「
重
罪
十
條
」
の
冒
頭
か
ら
「
反
逆
」・「
大
逆
」・「
叛
」・「
降
」
と
列
擧
さ
れ
て
い
る
。
北
齊
律
の
重
罪
十
條

は
、
隋
唐
律
の
十
惡
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
似
た
よ
う
な
も
の
が
梁
律
に
も
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
梁
律
に
も
同
樣
の

罪
目
が
既
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
不
孝
も
罪
名
で
は
な
く
罪
目
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

假
に
陳
律
、
さ
ら
に
は
梁
律
か
ら
罪
目
が
存
在
し
た
と
す
る
と
、
南
朝
・
北
朝
と
も
に
罪
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す

る
と
、
南
北
間
に
法
律
の
傳
播
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
が
、
果
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
拙
稿
「
秦
漢
律
に
お
け
る
不
孝
罪
の
成
立
要
件
と
父
母
の
「
告
」」（『
中
央
學
院
大
學
法
學
論
叢
』
第
三
三
卷
第
一
號
、
二
〇
一
九
年
）、

「
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
「
秦
律
令
（
貳
）」
第
二
〇
八
簡
と
不
孝
罪
」（『
中
央
學
院
大
學
法
學
論
叢
』
第
三
四
卷
第
一
號
、
二
〇
二
〇
年
）、「
秦

漢
律
令
に
お
い
て
「
不
孝
」
と
さ
れ
る
行
爲
」（『
史
滴
』
第
四
二
號
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。

（
２
）「
劾
」
と
は
官
吏
が
あ
る
程
度
の
捜
査
を
行
い
、
治
獄
を
職
務
の
一
つ
と
す
る
機
關
へ
そ
の
結
果
を
通
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宮
宅
潔

「「
劾
」
を
め
ぐ
っ
て
─
中
國
古
代
訴
訟
制
度
の
展
開
─
」（
同
氏
『
中
國
古
代
刑
制
史
の
研
究
』
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
一

年
。
二
〇
〇
一
年
原
載
）
參
照
。

（
３
）『
文
選
』
卷
一
六
向
子
期
思
舊
賦
の
李
善
注
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
こ
こ
で
い
う
「
呂
昭
」
が
呂
巽
ら
の
父
呂
昭
を
指
す
こ
と
は
、『
三
國
志
』
卷
一
六
魏
書
杜
恕
傳
に
「
俄
而
鎭
北
將
軍
呂
昭
又
領
冀
州
」

と
あ
る
の
に
つ
い
て
、
裴
松
之
が
西
晉
・
郭
頒
『
世
語
』
に
「
昭
字
子
展
、
東
平
人
。
長
子
巽
、
字
長
悌
、
爲
相
國
掾
、
有
寵
於
司
馬
文

王
。
次
子
安
、
字
仲
悌
、
與
嵇
康
善
、
與
康
俱
被
誅
」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
５
）
南
宋
・
鄭
樵
『
通
志
』
卷
一
二
三
晉
庾
純
列
傳
に
も
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
見
え
る
が
、「
孝
至
」
で
は
な
く
「
至
孝
」
に
作
る
。

（
６
）
拙
稿
「
漢
律
令
に
お
け
る
「
惑
眾
」
の
成
立
要
件
」（『
中
央
學
院
大
學
法
學
論
叢
』
第
三
四
卷
第
二
號
、
二
〇
二
一
年
）
參
照
。
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（
７
）
例
え
ば
、『
晉
書
』
卷
六
明
帝
紀
太
寧
二
年
條
に
「
術
人
李
脫
造
妖
書
惑
眾
、
斬
于
建
康
市
」
と
あ
る
。

（
８
）
冨
谷
至
『
漢
唐
法
制
史
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
九
二
〜
三
〇
七
頁
、
辻
正
博
『
唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究
』（
京
都
大

學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
〇
年
）
一
四
〜
二
五
頁
（
二
〇
〇
六
年
原
載
）
參
照
。

（
９
）
張
家
山
漢
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
陳
偉
・
彭
浩
・
工
藤
元
男
編
『
二
年
律
令
與
奏
讞
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
っ

た
。

（
10
）
拙
稿
「
秦
漢
律
令
に
お
い
て
「
不
孝
」
と
さ
れ
る
行
爲
」
參
照
。

（
11
）『
晉
書
』
卷
三
二
后
妃
列
傳
下
に
「
隆
安
四
年
、〔
李
太
皇
太
后
〕
崩
于
含
章
殿
」
と
あ
る
。

（
12
）
拙
稿
「
秦
漢
律
令
に
お
い
て
「
不
孝
」
と
さ
れ
る
行
爲
」
參
照
。

（
13
）
注
（
12
）
參
照
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
科
學
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
中
國
漢
魏
晉
南
北
朝
期
の
刑
罰
法
規
に
お
け
る
不
道
・
不
敬
・
不
孝
な
ど
の
罪
目

に
對
す
る
研
究
」（
課
題
番
號18K
01223
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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